
［成果情報名］露地ビワにおけるナシマルカイガラムシの有効積算温度による発生予測 

［要約］長崎県における露地ビワでのナシマルカイガラムシ第 1 世代歩行幼虫発生ピークは 

有効積算温度（約 429 日度：３月１日起点、発育零点 10.5℃、発育停止温度 32.2℃(新井 

ら、2008)）を用いて予測できる。なお、その時期は５月下旬～６月上旬にあたる。 
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［背景・ねらい］ 

  ビワの重要害虫であるナシマルカイガラムシ発生消長については温州ミカン等では 

過去に調査報告されている（松浦ら 1967）が、ビワの調査事例は少ない。リンゴにおけ

るナシマルカイガラムシの発生消長について新井ら(2008)が 3 月 1 日を起点に発育零点

10.5℃、発育上限温度 32.2℃として有効積算温度を報告している。そこで、本県内の露

地ビワにおけるナシマルカイガラムシの発生消長と新井ら(2008)のモデルと比較し、モ

デルの適合性を検証した。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．露地ビワでのナシマルカイガラムシ歩行幼虫の第 1 世代発生初期、同発生ピークおよ

び第 2 世代発生ピークはそれぞれ 5 月中～下旬、5 月下旬～6 月上旬、7 月中～下旬頃で

ある。一方、本種雄成虫の越冬世代発生初期、同発生ピークおよび第 1 世代発生ピーク

はそれぞれ 4 月中旬、4 月下旬～5 月上旬、6 月中旬～7 月上旬頃である（表 1､2）。 

 

  ２．上記発生時期は、新井ら(2008)の有効積算温度を利用した本種発生時期予測モデルと

よく一致する（表 1､2）。 

  

３．防除適期に最も関係がある第 1 世代歩行幼虫発生ピークまでの有効積算温度は約 429

日度で、5 月下旬～6 月上旬にあたる。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．有効積算温度を利用し歩行幼虫の発生ピークを予測することが可能となり、防除適期

の把握に活用することができる。 

 

２．雄成虫初発生期から歩行幼虫の発生ピークを予測することも可能（雄成虫初発生期か

ら約 237 日度経過後）であり、フェロモントラップ調査により圃場単位で防除適期を把

握できる可能性がある。 



［具体的データ］ 

表1　露地ビワのナシマルカイガラムシ歩行幼虫発生の予測日と実測日の適合性(月日)
第2世代歩行幼虫

調査年 調査場所 発生初期 発生ピーク 発生ピーク
予測日 5/12-5/16 5/22-5/27 7/16-7/18
大村市A 5/11-5/20 ○ 5/30-6/10 △ 7/12- 8/3 ○
予測日 5/17-5/21 5/27-6/ 1 7/19-7/21
大村市B 5/17-5/25 ○ 5/25-6/ 5 ○ -
予測日 5/11-5/16 5/22-5/26 7/17-7/19
大村市A 5/21-5/30 △ 5/21-5/30 ○ 7/20-7/30 △
大村市C 5/10-5/21 ○ 5/21-5/30 ○ 7/20-7/30 △
予測日 5/14-5/19 5/25-5/29 7/19-7/21
長崎市 5/ 8-5/20 ○ 5/28-6/ 9 ○ 7/17-7/29 ○
大村市A 5/20-5/29 △ 5/29-6/ 9 ○ 7/17-8/ 7 ○
大村市C 5/ 8-5/20 ○ 5/29-6/ 9 ○ 7/17-7/29 ○

※月日期間は捕獲期間を示す。
※予測日は当該年の日平均気温データ（長崎海洋気象台観測）を用いて
　積算温度を算出して予測した。
※○は予測日と実測日が重なったことを示す。△は５日以内の差、×は６日以上の差を示す。

表2　露地ビワのナシマルカイガラムシ雄成虫発生の予測日と実測日の適合性(月日)
第1世代雄成虫

調査年 調査場所 発生初期 発生ピーク 発生ピーク
予測日 4/ 1-4/ 8 4/7-4/15 6/24-6/26
大村市A 3/20-3/30 △ 4/20-5/ 1 △ 6/11-6-20 △
大村市C 4/10-4/20 △ 5/10-5/24 × 6/11-6/20 △
予測日 4/ 9-4/13 4/12-4/20 6/28-6/30
長崎市 4/10-4/21 ○ 4/21-4/28 △ 6/ 9-6/19 ×
大村市A 4/10-4/21 ○ 4/28-5/ 8 × 6/30-7/ 9 ○
大村市C 4/10-4/21 ○ 4/28-5/ 8 × 6/30-7/ 9 ○

※月日期間は捕獲期間を示す。
※予測日は当該年の日平均気温データ（長崎海洋気象台観測）を用いて
　積算温度を算出して予測した。
※○は予測日と実測日が重なったことを示す。△は５日以内の差、×は６日以上の差を示す。
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［その他］ 

 研究課題名：①果樹ウイルス抵抗性健全母樹育成と特殊病害虫調査  

②ビワの重要病害虫の効率的管理技術の実証  

  予算区分：①県単、②県単（新営農）  

 研究期間：①2005～2007 年度、②2008 年度  

 研究担当者：宮崎俊英、寺本健  

参考　新井モデル（2008）の有効積算温度 （日度）
第2世代歩行幼虫

発生初期 発生ピーク 発生ピーク

333.7±19.9 428.8±23.2 1155.1±15.8

第1世代雄成虫
発生初期 発生ピーク 発生ピーク

96.7±9.6 125.7±23.1 815.4±13.4

第1世代歩行幼虫

越冬世代雄成虫


